
参
議
院
議
員
会
館
講
堂
で

の
市
民
集
会
に
は
満
員
の
約

一
八
〇
人
が
結
集
し
ま
し
た
。

「
放
射
線
管
理
区
域
」
並
み

の
汚
染
地
に
は
戻
れ
な
い

『
原
発
事
故
被
害
者
の
救

済
を
求
め
る
全
国
運
動
』
の

共
同
代
表
の
宇
野
さ
え
こ
さ

ん
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

二
〇
一
三
年
夏
に
発
足

以
来
、
私
達
は
三
回
に
わ
た

っ
て
全
国
署
名
運
動
を
行

い
ま
し
た
。
被
害
者
の
救
済

制
度
は
未
だ
実
現
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
避
難
指
示
区
域

の
削
減
と
避
難
支
援
地
域

の
解
除
が
開
始
さ
れ
よ
う

と
し
、
避
難
者
へ
の
住
宅
費

打
ち
切
り
が
予
告
さ
れ
ま

し
た
。

今
後
も
続
く
被
ば
く

健
康
被
害
の
心
配

構
成
賛
同
諸
団
体
か
ら
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。
小
児
甲

状
腺
ガ
ン
患
者
支
援
に
取
り

組
む
武
藤
類
子
さ
ん
は
次
の

よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

本
年
九
月
一
四
日
時
点

で
小
児
甲
状
腺
ガ
ン
患
者

が
一
七
四
人
を
数
え
ま
し

た
。
県
の
検
討
委
員
会
は
放

射
線
の
影
響
と
は
考
え
に

く
い
と
相
変
わ
ら
ず
述
べ
、

縮
小
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
達
は
『
三
・
一
一
甲

む
し
ろ
県
民
健
康
調
査
は

状
腺
子
ど
も
基
金
』
を
創
設

し
支
援
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。
原
発
事
故
被
害
者
の

救
済
制
度
を
実
現
す
る
た

め
に
こ
の
集
会
を
起
点
に

支
援
強
化
を
訴
え
ま
す
。

こ
の
あ
と
各
地
に
散
ら
ば

っ
た
避
難
者
か
ら
の
訴
え
と

運
動
の
実
情
が
リ
レ
ー
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
「
原

発
ゼ
ロ
の
会
」
の
国
会
議
員

各
氏
か
ら
が
心
づ
よ
い
挨
拶

を
受
け
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
安
倍
総
理
大
臣

並
び
に
復
興
大
臣
、
両
院
議

長
宛
の
請
願
署
名
簿
の
重
い

束
は
、
市
民
か
ら
国
会
議
員

の
方
々
へ
手
渡
さ
れ
、
請
願

の
実
現
を
託
さ
れ
ま
し
た
。

《天恵の海》
２０１６（平成２８）年

１１月 ２１日
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福
島
原
発
事
故
に
よ
り
約
一
六
万
人
の
避
難
者
が
発
生
し
ま
し
た
。

立
ち
退
き
・
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
た
「
避
難
指
示
区
域
」
住
民
に
は
原

子
力
損
害
賠
償
法
に
よ
る
賠
償
が
東
電
を
通
じ
て
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
一
定
レ
ベ
ル
の
汚
染
地
域
に
は
原
発
事
故
子
ど
も
・
被
災

者
支
援
法
に
よ
っ
て
「
避
難
支
援
対
象
地
域
・
準
対
象
地
域
」
が
指
定

さ
れ
、
避
難
者
に
は
、
災
害
救
助
法
に
よ
る
無
償
住
宅
等
支
援
な
ど
が

な
さ
れ
、
残
留
者
に
は
住
宅
確
保
や
就
職
支
援
、
健
康
調
査
等
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
政
府
は
「
居
住
制
限
区
域
」
（
二
万
三
千
人
）

と
「
避
難
指
示
解
除
準
備
地
域
」
（
三
万
一
八
〇
〇
人
）
を
二
〇
一
七

年
三
月
ま
で
に
解
除
す
る
方
針
を
決
定
し
、
福
島
県
も
「
避
難
支
援
対

象
（
含
む
準
対
象

）
地
域
」
住
民
の
災
害
救
助
法
に
基
づ
く
住
宅
無
償
供

与
を
二
〇
一
七
年
三
月
で
終
了
さ
せ
る
と
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
被

ば
く
を
恐
れ
て
避
難
し
た
住
民
は
、
年
間
二
〇
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
ま
で
の

放
射
能
被
ば
く
を
覚
悟
で
原
発
事
故
近
く
の
元
の
住
地
に
戻
る
か
、
自

力
で
家
賃
を
払
っ
て
で
も
現
住
避
難
地
に
住
み
続
け
る
の
か
、
深
刻
な

決
断
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

https://www.youtube.com/watch?v=i8GUCuzOLy8

Ｕチューブ １０．２６請願提出集会

請願項目

１，原発事故避難者の無償住宅支援の継続を求めます。

２，住民の意向を無視した、早期の避難指示区域の解

除と賠償打ち切り方針の撤回を求めます。最低限

被ばく限度である年１㍉シーベルトを満たすまで

は賠償や支援を継続すべきです。

３，福島県内外における検診の充実・拡大と医療費の

減額を求めます。このため「原発事故子ども・被災者

支援法」第13 条 第２項３項の具体化のための立法措

置を求めます。

無償住宅支援には、『子ども・被災者支援法・基本方針』によ

る高放射線地域からの「自主」避難者へのものと、事故原発『避

難指示区域』からの「立ち退き」避難者への、東電からの賠償

があります。「自主」避難者へは「災害救助法」が援用されてい

ますが巨大な原発震災の現実には即していません。「立ち退き」

避難者への「東電からの賠償」も実際には、国がこれまで「約

９兆円」にも達する国債を発行して『原子力損害賠償・廃炉機

構』に資金供給して為されています。原発事故への国民負担資

金はまず被災者救援に振り向けられねばなりません（尚）



被
災
者
は
、
被
ば
く
を
「見
え
る
化
」

大
阪

森
松
明
希
子
さ
ん

こ
の
国
は
災
害
大
国
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
の
よ

う
に
五
年
前
、
ゼ
ロ
歳
と
３

歳
の
幼
児
を
連
れ
て
い
た

母
親
に
だ
っ
て
災
害
は
突

然
や
っ
て
く
る
。
男
性
、
女

性
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、

誰
の
身
に
も
起
こ
り
得
ま

す
。
放
射
線
被
ば
く
と
い
う

の
は
目
に
は
見
え
ま
せ
ん
。

で
す
が
原
発
事
故
か
ら
生

命
か
ら
が
ら
避
難
し
た
私

達
は
、
原
子
力
災
害
の
見
え

な
い
も
の
を
見
え
る
化
し
て

い
る
実
際
の
当
事
者
な
ん

で
す
。
理
由
が
あ
る
か
ら
帰

れ
な
い
の
で
す
。
放
射
線
被

ば
く
と
い
う
問
題
は
日
本

の
避
け
ら
れ
な
い
大
問
題

で
す
。
命
や
健
康
を
守
る
事

は
憲
法
で
認
め
ら
れ
た
基

本
的
人
権
で
あ
る
と
何
回

も
思
い
続
け
て
い
ま
す
。

原
発
避
難
者
は
国
内
難
民

東
京

鴨
下
祐
也
さ
ん

原
発
被
害
者
訴
訟
や
避

難
生
活
を
守
る
会
を
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
現
在
わ

が
家
に
提
供
さ
れ
て
い
る

住
宅
は
私
は
支
援
だ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
賠
償
的

な
意
味
合
い
を
含
め
て
提

供
さ
れ
た
恒
常
的
な
住
宅

で
す
。
私
の
い
わ
き
市
の
家

の
ベ
ラ
ン
ダ
の
土
は
二
年
前

に
一
度
き
れ
い
に
し
た
の
に

そ
の
あ
と
降
り
積
も
っ
た

放
射
能
を
帯
び
た
土
ホ
コ
リ

が
一
万
ベ
ク
レ
ル
／
ｋ
ｇ
を

超
え
て
い
て
指
定
廃
棄
物
の

レ
ベ
ル
で
す
。

住
宅
補
償
を
来
年
の
三

月
で
打
ち
切
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
根
拠
は

な
い
わ
け
で
、
延
長
す
れ
ば

よ
い
だ
け
の
話
で
す
。
原
発

避
難
者
は
国
内
難
民
で
あ

り
、
法
制
的
に
本
人
の
意
志

に
反
し
て
追
い
返
す
と
言

う
こ
と
は
、
こ
れ
は
国
際
的

な
人
権
規
約
、
国
際
人
道
法

上
の
問
題
と
な
り
ま
す
。

◇
七
月
二
〇
日
、
六
ヶ
所
再

処
理
工
場
を
訪
れ
、
昨
年
夏

の
落
雷
事
故
へ
の
質
問
書
回

答
を
受
け
原
子
力
事
故
は
全

く
の
空
想
で
は
な
い
と
の
思

い
を
深
く
し
ま
し
た
。
こ
の

原
燃
訪
問
の
機
会
に
下
北
半

島
を
見
聞
し
て
き
ま
し
た
。

◇
北
上
し
て
東
北
電
力
東
通

原
発
の
Ｐ
Ｒ
館
ト
ン
ト
ゥ
ビ

レ
ッ
ジ
最
上
階
か
ら
原
発
を

眺
め
ま
し
た
。
隣
に
東
京
電

力
東
通
原
発
が
建
設
中
で
し

た
。
周
り
に
は
豊
か
な
山
林

が
延
々
と
続
い
て
い
ま
し
た
。

◇
関
根
浜
の
原
子
力
船
む
つ

の
原
子
炉
展
示
館
を
訪
れ
ま

し
た
。
下
北
・
陸
奥
湾
沿
岸

漁
民
の
勝
利
し
た
闘
い
を
記

録
す
る
べ
き
展
示
館
で
す
。

夕
方
で
も
う
閉
館
し
て
い
て

観
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

◇
そ
こ
か
ら
隣
接
す
る
『
リ

サ
イ
ク
ル
燃
料
貯
蔵
所
（
使

用
済
み
核
燃
料
中
間
貯
蔵
所
）
』
を

二
台
の
ク
ル
マ
で
ゆ
っ
く
り

回
り
ま
し
た
。
延
々
と
金
属

柵
（
塀
）
が
続
き
ま
す
。
二

〇
〇
三
年
、
む
つ
市
民
は
中

間
貯
蔵
所
の
賛
否
に
つ
い
て

「
住
民
投
票
請
求
」
を
行
い

有
権
者
か
ら
五
五
一
四
票

（
必
要
票
は
八
〇
一
票
）
の

請
求
署
名
を
集
め
ま
し
た
が

市
議
会
は
実
施
を
否
決
し
ま

し
た
。
完
成
す
る
と
五
〇
〇

〇
㌧
の
使
用
済
み
核
燃
料
が

貯
蔵
さ
れ
ま
す
。
日
本
の
使

用
済
み
核
燃
料
の
総
量
は
現

在
約
一
万
八
〇
〇
〇
㌧
で
す

か
ら
、
六
ヶ
所
と
合
わ
せ
る

と
、
全
国
の
約
半
分
の
核
廃

棄
物
が
押
し
寄
せ
て
来
ま
す
。

◇
大
間
岬
か
ら
目
と
鼻
の
先

の
函
館
市
を
望
み
、
さ
ら
に

大
間
の
津
波
避
難
の
丘
か
ら

建
設
強
行
中
の
大
間
原
発
を

遠
望
し
ま
し
た
。

◇
原
子
炉
建
屋
直
近
に
あ
る

「
あ
さ
子
ハ
ウ
ス
」
を
訪
問

し
ま
し
た
。
原
発
敷
地
に
囲

ま
れ
て
生
活
通
路
は
細
く
長

く
辛
う
じ
て
通
じ
て
い
ま
し

た
。「
豊
か
な
海
と
畑
の
食
べ

物
が
あ
れ
ば
人
は
生
き
て
行

け
る
。
原
発
に
は
土
地
を
売

ら
な
い
」。
彼
女
の
意
志
を
娘

の
厚
子
さ
ん
が
引
き
継
い
で

生
活
し
て
い
ま
し
た
。

ド
ラ
イ
ブ
を
終
え
て
帰
宅
し

た
ら
、
沖
縄
の
基
地
に
囲
ま
れ

た
東
村
高
江
集
落
の
人
た
ち
が
、

本
土
か
ら
派
遣
さ
れ
た
機
動
隊

に
座
り
込
み
を
強
制
排
除
さ
れ

て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
を
知
り
ま
し

た
。
あ
さ
こ
ハ
ウ
ス
と
高
江
。

「
辺
地
」
に
危
険
を
押
し
付
け

る
政
府
。
日
本
国
民
が
安
全
に

生
活
す
る
基
本
的
人
権
が
奪
わ

れ
始
め
ま
し
た
。

（
尚
・
七
月
二
一
日
）

↓原子炉建屋遠望

迫る原子炉建屋↓

海と畑の中の

あさこハウス↓

高江集落→

『大間・新原発を止めろ』（大月書店） を読もう

沖
縄
島
民
の
飲
み
水
、

豊
か
な
や
ん
ば
る
の
自
然

近
く
の
川
で
水
浴
を

楽
し
む
高
江
の
親
子

（
ネ
ッ
ト
動
画
か
ら
）

あ
さ
こ
ハ
ウ
ス
の

生
活
通
路

一
〇
月
二
六
日
、
日
本
弁
護
士
会

館
に
お
い
て
原
発
事
故
避
難
者
の
住

宅
支
援
制
度
に
つ
い
て
の
集
会
が
あ

り
ま
し
た
。
避
難
者
の
実
体
験
に
基

づ
く
訴
え
が
な
さ
れ
ま
し
た
。


